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帯広百年記念館 編

は じめに

本稿は,十 勝農業の歴史を農畜産物生産量のグ ラフか ら概観 してみよ うと企画 した ものである。グ

ラフのデータは,平 成8年 度か ら平成12年 度 まで帯広 百年記念館の郷土史調査員であ った井上寿が

執筆 し,平 成13年 度以 降,そ の原稿 の整理 を進 めてきた 『十 勝農業史』 に所収 されている統計値 を

もとに して いる。

また,グ ラフに表現 されている生産 量の推移 についての理解 を助け るため に,『 十勝 農業史』 よ り

関連 する事項 を抜 き出 し,要 約 した もの を併記 した。今 回は作物 の うち,水 稲 ・陸稲 ・麦類 〈小麦,

大麦,裸 麦〉・雑穀類 〈粟,稗,黍 〉 を取 り上げた。

グラフの見方

『十勝 農業史』 に所 収 され て いる農 業生産量 の統計値(明 治29年(1896)～ 平 成10年(1998))は
,

井上氏が様 々な資料 を参照 し,ま とめた ものである。本稿では,井 上氏が参照 した統 計資料 をもとに

データを整理 し,グ ラフ化 した。

グ ラフは,北 海道 と十勝管 内における作物 の作付面積 と収量を折れ線で表 した もので ある。線が途

切れ ている箇所は,デ ータがな い年である。 また,作 付面積 の推移 に関 して理解 を深 めて いただ くた

めに,主 な出来事 をグラフ中に併記 した。

統計資料は,帯 広統計 ・情報センター(旧:帯 広統 計情報事務所)に あるものを参考 とした。 ただ

し期間 によって異な る資料 を使用 して いるため,単 位や調査基準が異なる。本稿 の最後に掲載 して い

る統計表 に,出 典(下 記参照)を 明記 して いるので,細 部 に関 しては留意す る必要がある。作物 の種

類 によっては統計資料が見 つか らず,グ ラフ化 されて いな いもの もあるが ,ご 了承いただきた い。
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北海道農林水産統計50年 の歩み 農林水産省 北海道統計情報事務所 平成9年12月

累年統計表 日高 ・十勝 ・釧路の作物統計 農林省帯広統計調査事務所編1970年

日高 ・十勝 ・釧路 農作物累年統計 農林省帯広統計事務所 昭和51年3月

累年統計一作物編一(日 高 ・十勝 ・釧路)農 林水産省帯広統計事務所 平成7年3月

「一」事実のないもの

「一」該当数値のないもの

「一」該当数値のないもの
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グラフで見 る十勝農業の歴史(3)
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グ ラフで見る十勝農業の歴史(3)

52

面
積

(万
㎞
)

2.0

1.5

1.0

O.5

0

__.十 勝

一 北海道

第 第

醐

1900 1920 1940 1960 1980 2000年

グラフ5=大 麦の作付面積

磐

実30

慮

i
25

20

15

10

5

0

__9十 勝

一 北海道

第

一
次
世
界
大
戦

第
二
次
世
界
大
戦

、

1goo 1920 1940 /960 /980 2000年

グラフ6:大 麦の収量

56



帯広百年記念館紀要 第27号2009

十勝農業 の概要 一作物(1)稲 類 〈水稲〉一

井上 寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第1章 作物栽培の経過,第2節 稲類 より

〈北海道〉幕府による東蝦夷地の直轄が始められた翌年の寛政12年(1800),箱 館付近で官吏によっ

て初めて試作された稲は登熟しないなどの凶作が数年続き,水 田は荒廃した。そのような状況の中で

開拓使は水稲の作付けには消極的だったが,明 治の中頃から人口増加や米の価格高騰などの社会情況

によりしだいに作付けに積極的になった。技術面でも,道 南地方のみであった作付けが石狩地方で可

能になったことから,作 付けは増加することになる。明治25年(1892)末 以降は北海道庁が積極的

に農業政策の体系化を進め,造 田が推進された。例えば,明 治30年(1897)に 発布された 「北海道

国有未開地処分法」では開墾等をした土地を全地成功ののち無償付与としている。また,明 治35年
ど こうくみあい

(1902)に 施行 された 「北海道土功組合法」 によ り農業上必要な道路 ・用排水路 の維持な どが進んだ

ことか ら,各 地で多 くの畑地が水 田に転換 された。造 田には,こ の頃行 われた勧業銀行 と北海道拓殖

銀行 による融資 も大 きな影 響を与えて いる。

大正2年(1913)の 大凶作や大正3年(1914)の 第一次世界大戦勃発 によ り,一 ・時的な作付 けの縮

小はあった ものの,大 正末期か ら昭和初期 にかけて道北 ・道東地域に も作付 けが広がっていった。昭

和6(1931),7(1932),9(1934),10(1935),15(1940),16(1941),20(1945)年 の冷害や第

二次世界大戦 の勃発な どで再び作付 けは減少に転 じたが,戦 後は農業技術 の向上 による単位面積 当た

りの収量増加 と,全 国的な増反 によ り増加 した。昭和34年(1959)に は戦 前のピーク まで達 した も

のの,食 生活の変化で米の消費が低下 し,昭 和45年(1970)に 始 まった米 の生産 調整を境 に作付け

は再び減少す ることとなる。

そ の後 は,昭 和51年(1976)と 昭和55年(1980)の 冷害 の合間の昭和53年(1978)に 「水 田利

用再編対策」が閣議了承 され,水 稲だけでな く必要 に応 じて飼料作物や野菜な ど畑作物 の作付 けをす

るな ど,水 田は汎用耕地 としての機能を高める方 向へ と転換 してい くこととなった。

平成9年(1997)以 降 は良食 味品種 である 「ほ しのゆめ」 「空育150号 」 の本格 的な栽培 が始 まる

な ど,北 海道米全体 の食味 レベルの底上げ が行われている。

〈十勝〉 明治16年(1883)帯 広 に入植 した晩成社 は,同 年 と明治19年(1886),明 治20年(1887)

に水稲 を試作 したが失敗 に終わった。 その後,明 治26年(1893)に 音更村下士幌 の増 田立吉が士幌

川右岸で成功 させ た ことが栽 培を広 めるき っかけ とな り,十 勝農事試作場 も明治29年(1896)に 水

稲試験 を開始 している。 明治32年(1899)に は幕別村西猿別 の西川茂平,千 代 田(池 田)の 武智梅

太郎 が試作 を成 功 させ,こ れ以 降,帯 広 ・芽 室 ・池 田 ・幕別 ・清水 な どに作 付 けが拡大 した。明治

40年(1907)か ら大正初期 にかけては 「十勝黒毛」 とい う品種の普及や ,第 一次世界大 戦後 の好景

気 における造 田気運の高ま りによ り作付けは増加 し,相 次 いだ土功組合 の設立 によ り灌概 ・排水施設

が整備され た こともいっそ う拍車 をかけた。
じかまき

昭和ll年(1936)頃 か ら冷害対策 と して直播栽培 に代 わ り保 護陸苗代栽培が普及 したが,昭 和6

(1931),7(1932),9(1934),10(1935),15(1940),16(1941),20(1945)年 の冷害 と第 二 次

世界大戦 によ る労働力や資材 の不足で作付 けは減少 に転 じた。昭和38年(1963)頃 になる と機械移

植 による効率化 が進み,昭 和41(1966)年 か ら昭和44年(1969)に 再び作付 けは増加 した ものの,

昭和45年(1970)の 米 の生産調整以降著 しく減少 した。

現在 は音更 ・池田 ・幕別で約20ヘ クタール の作付けが行われて いる。
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十勝農業 の概 要 一作物(1)稲 類 〈陸稲〉一

井上 寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第1章 作物栽培の経過,第2節 稲類 より

明治16(1883)と17年(1884)に 帯広で晩成社が陸稲 を試作 したが,ト ノサマバ ッタによる被害

や 霜害で収穫が得 られなか った。 また明治27年(1894)忠 類村で も試作 され ているが,再 び霜害 で

枯れ てお り,当 時は冷害 の危険性が高い作物で あったよ うに思われ る。

十勝農 業試験 場では明治30年(1897)か ら品種試験 が始 め られ,第 一一次世界大戦 の影響 もあって

か明治42年(1909)に 一・度 中断 したものの,大 正9年(1920)に 再開 され,し だ いに耐寒性 のある

品種 が選抜 されていった。大正5年(1916)に は幕別村猿別 で藤 岡清兵衛が,大 正7年(1981)に は

幕別村字咤別村の松下百蔵が栽培 を成功 させて いる。陸稲は高丘地 ・低地 ・地力が低 い土地で も栽培

が可能で,栄 養価 値 も高か ったために,そ れ以降,自 給用作物 として作付けが増えて いった。

しか し大正ll年(1922)を 境 に作付 けは減少 し,昭 和 に入 ると作付面積 は1ヘ クタール以下 とな

った。 昭和13年(1938)に 北海道初の陸稲の優 良品種 として 「北海 早生 ・北海赤 毛」 が発表 され収

量が安定 したため再び作付 けは増加 し,十 勝 の陸稲作付面積 は全道 の47%を 占めるまで にな ったが,

価 格が低い,収 量が安 定 しない,さ らには食糧事 情の好転 によ り急激 に作付 けは減少 し,昭 和36年

(1961)に は姿 を消 した。

十勝農業の概要 一作物(1)麦 類 〈小麦,大 麦,裸 麦〉一

井上 寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第1章 作物栽培の経過,第3節 麦類 より

〈小麦〉開拓当初か ら自給用作物としてだけでなく商品作物としての価値をもっていた小麦の作付け

は,開 拓の進展とともに順調に広がり,明 治37年(1904)に 日露戦争が始まるとさらなる需要の拡
さいとう えんどう ば れいしょ あ ま

大で作付けは増 えた。 しか し,第 一・次世界大戦中に菜豆 ・碗豆 ・馬鈴薯 ・亜麻 などの輸出用農産物 の
さびひょう

価格が上昇 しそれ らの作付けが増加 した ことや,そ の後 の銃病 〈*1>の 発 生,石 狩 ・空知地方 での

水稲 の作付けの増加な どによ り,小 麦の作付 けは大正末期 まで減少 し続けた。それ に加え,こ の頃は
ふゆ が

秋播小麦の栽培技術が確立しておらず,冬 に土壌が凍結する十勝や網走などの地方では冬枯れの危険

が高かったことも一因であろう。

昭和7年(1932)に 「小麦増産5力 年計画」が立てられたことにより作付けは増加 し,品 種改良も
てんさい

進み単位面積 当た りの収量が増えた。 しか し一・方で,甜 菜や馬鈴薯 などに比べる と依然 として収量は

低 く,作 付 けは再び減 少 して いった。昭和48年(1973)以 降,作 付 けが増加 に転 じたのは,小 麦 を含

む輸入農産物 の価格暴騰 に ともな い,作 付け増加 を目指 した生産 奨励金 の支給が行 われ たためである。

平成2年(1990)以 降は野菜への移行が進 み,小 麦 の作付けは減少 に転 じている。

〈大麦〉大麦は明治の初めか ら主として自給用作物として栽培されていたが,脱 穀が難しいこともあ
はだかむぎ

って明治末期以降は他の 自給用作物で ある裸 麦に代わ って いった。第一・次世界大戦後 は ビール の原料

として作付 けを伸ば した。主産地 は石狩 ・後志 ・胆振 などで あったが,水 稲 の作付けに押 されて しだ
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いに網走地方に移 り,副 次作として栽培された。

第二次世界大戦中は食糧難を回避するための増産政策がとられ,大 麦の作付けは特に十勝地方では

増加 した。戦後は,食 糧事情の回復にともない昭和25年(1950)頃 を最高にして著しく減少する。

〈裸麦〉静内か ら始まった裸麦の栽培は,し だいに日高全体や道央圏に広まっていった。静内では収

穫量や調理の容易さ,食 味などの点で,裸 麦は大麦や小麦より優れているとされていたようである。

こうした理由から作付けは大正中期までは順調に増加したが,地 力の低下にともない大正末期以降は

減少に転じた。

栽培地域は,明 治末期か ら大正中期には空知 ・上川地方が主産地であり,そ の後は一時期網走地方

に移ったものの,再 び上川地方が主産地 となっている。

十勝地方の麦類 の作付 け傾向は北海道 と同様で,詳 しくは 「十勝農業試験場80年 のあゆみ」(昭 和

51年8月10日 発行)を 参 照された い。

さびひょう

*1銃 病 の発 生が 北海道 で初 めて 発生 が知 られ たの は大正2年(1913)で ある。肥 沃地 または無 風地 帯な どで 軟弱 に

生育 した場 合 に罹病 しや す く,時 々圃場 全体 が夏 胞子 の ため黄 褐色 にな り,大 き な被害 を受 け る ことが ある。 し

か し,銃 病 に対 し抵 抗 力の ある ウイー ラ,ヒ ブ ラ,レ イナ な どオ ランダ 品種 の登場 で被 害は ほ とん どな くなっ た。

十勝農業の概要 一作物(1)雑 穀類 〈粟,稗,黍 〉一

井上 寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第1章 作物栽培の経過,第5節 雑穀類 より

〈粟〉 アイヌ民族 によ って古 くか ら食糧作物 と して栽培 されてお り,開 拓 の進展 とともに作付 けは さ

らに増加 した。十勝で は明治29年(1896)に 十勝農事試験場 で試験 が始 め られ,明 治39年(1906)

ころに全道 で約1万 ヘ クタールにも達 した。 しか し第一次世界大戦中に作付 けは減少 し,そ の後 はわ

ずか しかみ られなか った。

〈稗〉粟 と同様 にアイヌ民族 の食糧作物 として栽培 され ていた。痩せた土地で も栽培で き,旱 害や冷

害 ・湿害 ・病害 を受ける ことが少なか ったため,十 勝 の場合,明 治32年(1899)ま では食糧 として

栽培 され1956ヘ クタール の作付けが あった。 しか しその後,作 付面積は しだ いに減少 し十勝 では20

ヘ クタール まで落 ち込 んだ。昭和12年(1937)以 降 は採卵養鶏 の飼 料 と して再 び作付面積 が増え ,

昭和20年(1945)に は北海道では9300ヘ クタール,十 勝では約4000ヘ クタール に達 した。 しか し,

養鶏が完全配合飼料 に依存す ようになる とともに,作 付 けは減 り,昭 和40年 代 に姿を消 した。

〈黍〉開拓入植者の重要な食糧 と して 明治20年 頃か ら栽培 が始 ま り,十 勝 では明治29年(1896)に

十勝農事試験場 で試験が始 め られて いる。明治30年 代 に入 り自給食料用 として作付面積が 増加 し,

北海道の作付面積は大正3年(1914)に2万2000ヘ クタール と最 も多かった。 しか し粟 と同様 に第

一次 世界大戦中 に価格の高 い商品作物 に押 され
,し だ いに減少 し,昭 和29年(1954)に は北海道 で

800ヘ クタール となった。十勝地方では第一次世界大戦後広 く普及 したため作付 けは増加 し,大 正末

期 に水 田の拡大 とともに減 り,姿 を消 していった。
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グラフで見 る十勝農業 の歴史(3)

表1=水 稲の作付面積 と収量

年 年次 北髄 の鮒緬1責(ha)十勝の1鮒け面積(ha)北海道の収量(kg/a)十勝の収量(kg/a)出 典

1896 明治29年
1897 明治30年
1898 明治31年
1899 明治32年
1900 明治33年

1901 明治34年
1902 明治35年
1903 明治36年
1904 明治37年
1905 明治38年

1906 明治39年
1907 明治40年
1908 明治41年
1909 明治42年
1910 明治43年
1911 明治44年
1912 大正1年
1913 大正2年
1914 大正3年
1915 大正4年
1916 大正5年
1917 大正6年
1918 大正7年
1919 大正8年
1920 大正9年
1921 大正10年
1922 大正11年
1923 大正12年
1924 大正13年
1925 大正14年
1926 昭和1年
1927 昭和2年
1928 昭和3年
1929 昭和4年
1930 昭和5年
1931 昭和6年
1932 昭和7年
1933 昭和8年
1934 昭和9年
1935 昭和10年
1936 昭和ll年
1937 昭和12年
1938 昭和13年
1939 昭和14年
1940 昭和15年
1941 昭和16年
1942 昭和17年
1943 昭和18年
1944 昭和19年
1945 昭和20年
1946 昭和21年
1947 昭和22年
1948 昭和23年
1949 昭和24年
1950 昭和25年
1951 昭和26年
1952 昭和27年
1953
1954

昭和28年
昭和29年

1955 昭和30年
1956 昭和31年
1957 昭和32年
1958 昭和33年
1959 昭和34年
1960 昭和35年
1961 昭和36年
1962 昭和37年
1963 昭和38年
1964 昭和39年
1965 昭和40年
1966 昭和41年

1967 昭和42年
1968 昭和43年
1969 昭和44年
1970 昭和45年
1971 昭和46年
1972 昭和47年

1973 昭和48年
1974 昭和49年
1975 昭和50年
1976 昭和51年
1977 昭和52年
1978 昭和53年

1979 昭和54年
1980 昭和55年

1981 昭和56年
1982 昭和57年
1983 昭和58年
1984 昭和59年
1985 昭和60年
1986 昭和61年
1987 昭和62年
1988 昭和63年

1989 平成1年
1990 平成2年
1991 平成3年
1992 平成4年
1993 平成5年
1994 平成6年
1995 平成7年
1996 平成8年

4990
5730

6790
86901

91301
119004

1640014
1610014

177007

1930015
1960027

2210035
2670027

3030035
3480068

3950098
45300233
49500270

43800182

54300215
58500268

63400442
66500645

72900896

812001580
897002950

1009004590

1107006020
1188006460

1275006930
1386007950

1512008970
1654009830

17550010300
1868009780

1933009740
1971009070

1916007860
1927007930

1914007740

1816006750
1831006710

1849006710
1845006500

1813006230
1773005780

1713005060
1646004670
1508004270

1442004030
1411003540

1332003480

1313003350
1318003390

1436003610
1447003660

1453003680
1471003700

1546003780
1736004170
1816004220

1840004070
1860004000

1905003860
1971003760

2009003740
2111003720

2193003600
2244003570

2297003620

2368003770
2466004150

2586004810
2662005240

2064003770
1904003220

1541001730
1453001510

1659001490
1855001860
2052002650

1963002590
1752001760

1726001630

1542001400
1450001010

144900755
147100701

154700648
163900658

158300635
150000588

148900579
148200538

146300478
145100429
162200362

172600311
175800275

163200246
154800216

174
119

167
170
197

209

21
170

244
124

176

248
170
206

212
180

201
12

220
229

221
194

198

183
220

233
191

201
214
244

119
250

250
206

231

84
67

252
138

148
240

272
284

279
161

117
244

277
291

104
266

226
284

269

328
264
320

233
177

343
150

332
385
392

400
426

356

396
264

334
283

452
474

351
443

273
500

479
503
446

361
504

536

502
385

413
501

355
551

497
526

472
512

526
540
500

445
203

541
522

512

9

9
9

101g
l399

2549

9
1039

2869
609

589
235g

l879
235g

l649
1659
1169

79
205g

l919

231g
l839

206g
l879

2209

220g
l409
1259

1519
2189

489
2119

1809
1559

2259
359

429
2229

949
239

1649

2939
2099

2169
929

9
1749
2359

2349
29

220g
l439

1989

1809
2659

2499
2679

1249
129

3179

399
1609

2689
3169

3649
3479

3209
316g

l99
276g

lO99

4369
4269

3409
424b

l25b
450b
451b

398b
408b

231b
395b

530b
433b

l60b

314b
372b

lOgb
509b

474b
375b

200b
138b
482b

434b
88b

301b
lb

472b
464b
340b

1997 平成9年
1998 平成10年

60

表2:小 麦の作付面積 と収量

年 年次 北髄 の儲 緬 積lha}十勝の1乍付け面積(ha)北海道の収量(kg,'ra>十勝の収量(kg,a)出 典

1896 明治29年
1897 明治30年
1898 明治31年
1899

1900
明治32年

明治33年
1901 明治34年
1902 明治35年
1903 明治36年

1904 明治37年
1905 明治38年
1906 明治39年
1907 明治40年
1908 明治41年
1909 明治42年
1910 明治43年
1911 明治44年
1912 大正!年
1913 大正2年
1914 大正3年
1915 大正4年
1916 大正5年
1917 大正6年
1918 大正7年
1919 大正8年
1920 大正9年
1921 大正10年
1922 大正ll年
1923 大正12年

1924 大正13年
1925 大正14年

1926 昭和1年
1927 昭和2年
1928 昭和3年
1929 昭和4年
1930 昭和5年
1931 昭和6年
1932 昭和7年
1933 昭和8年
1934 昭和9年
1935 昭和10年
1936 昭和11年
1937 昭和12年
1938 昭和13年
1939 昭和14年
1940 昭和15年
1941 昭和16年
1942 昭和17年
1943 昭和18年

1944 昭和19年
1945 昭和20年

1946 昭和21年
1947 昭和22年

1948 昭和23年
1949 昭和24年
1950 昭和25年

1951 昭和26年
1952 昭和27年
1953 昭和28年
1954
1955

昭和29年
昭和30年

1956 昭和31年
1957 昭和32年
1958 昭和33年
1959 昭和34年
1960 昭和35年
1961 昭和36年
1962 昭和37年
1963 昭和38年
1964 昭和39年
1965 昭和40年
1966 昭和41年
1967 昭和42年
1968 昭和43年
1969 昭和44年
1970 昭和45年
1971 昭和46年
1972 昭和47年
1973 昭和48年
1974 昭和49年
1975 昭和50年
1976 昭和51年
1977 昭和52年
1978 昭和53年
1979 昭和54年

1980 昭和55年
1981 昭和56年

1982 昭和57年
1983 昭和58年
1984 昭和59年
1985 昭和60年
1986 昭和61年
1987 昭和62年
1988 昭和63年
1989 平成1年

1990 平成2年
1991 平成3年
1992 平成4年
1993 平成5年
1994 平成6年
1995 平成7年
1996 平成8年

204024

194029
383042

809028
903031

960028
623083

732092
7140163

7100140
9220139

10100239
10100383

13900347
160001180

203001060
22200810
19900349

20600501
18700389

16500342

11600225
10600148

11300291
15100177

15500152
14700158

10800177
8400207

8120259
9110307

10100462
11100434

13800818
13500496

13600506
15700865

234001810
244001250

293001660

347002420
311001970

304001790
347001860

342001630
358002660
363003240

357003340
342003780

281003380
281004510

262004000
268004240

244003990

298004750
297004120

266003650
208002840
185002660

185002540
162002310

164002430
148001920

151001680
150002170
161003190

160003140

186003880
157003440

144003780
112003280

96303160
93403580

106005160
117006490

97605390
76904420

83104610
150007880
2310012900

2390013200

2820013700
4270015200

6280019300
8760023900

10600030200
10250031300

9860031300
9360032200

9450032600
10570035200

12160036700
12910040900

12970041100
12090038800

11540036400
11050039400
9270038700

8840037200
8770036300

9120038200

llllO5g
l31124g

l29101g

l4484g
l35139g
l671649

1281229
1441429

91959

145105g
l52689

124130g
l37150g

l26136g
l51119g
l24929

145124g
l271159

921279
7866g

llO989
132106g

l31113g
l39100g

l14419

1431159
108102g

l28108g
l151169
121108g

l30114g
l261239

127118g
l23139g

l481269
1231159

8172g
l25104g

l671439

11296g
l1675g

l351629
156112g

l3892g
ll7909

13195g
l171029
83569

74699
92739

68469
76569

73639

99769
132112g

l441199
1411099

127979
141147g
l491369

140110g
l36109g

l981489
2051259

2071759
2301769

1751999
2011689

2481949
167170g

ll9589
2812859

3333529
294306g

lO368b
l72123b

265218b
268245b

278249b
239235b

310348b
283276b

332363b
404458b

321392b
21088b

359420b
274108b

298316b
433448b

381338b
332373b

414412b
388377b

414481b
391420b
387476b

367363b
391424b

236299b
258286b

1997 平成9年
1998 平成10年
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表3大 麦の作付面積と収量
年

1896明 治29年

1897明 治30年
1898明 治31年

1899明 治32年
1900明 治33年
1901明 治34年

1902明 治35年

1903明 治36年
1904明 治37年

1905明 治38年
1906明 治39年

1907明 治40年

1908明 治41年
1909明 治42年

1910明 治43年
1911明 治44年
1912大 正1年

1913大 正2年
1914大 正3年

1915大 正4年
1916大 正5年

1917大 正6年
1918大 正7年

1919大 正8年
1920大 正9年

1921大 正10年
1922大 正ll年

1923大 正12年

1924大 正13年
1925大 正14年

1926昭 和1年
1927昭 和2年

1928昭 和3年
1929昭 和4年
1930昭 和5年

1931昭 和6年
1932昭 和7年

1933昭 和8年
1934昭 和9年

1935昭 和10年
1936昭 和11年

年次 北髄 の鮒 緬積(ha)十勝の作f寸け面積個 北海道の収量(kg/a)十勝の収量(kg/a)出 典 年
1937昭 和12年
1938昭 和13年

1939昭 和14年
1940昭 和15年

1941昭 和16年
1942昭 和17年

1943昭 和18年
1944昭 和19年

1945昭 和20年
1946昭 和21年

1947日 召禾022年

1948昭 和23年
1949昭 和24年

1950昭 和25年
1951昭 和26年

1952昭 和27年
1953昭 和28年
1954昭 和29年

1955昭 和30年
1956昭 和31年

1957昭 和32年
1958昭 和33年

1959昭 和34年

1960昭 和35年
1961昭 和36年

1962昭 和37年
1963昭 和38年

1964昭 和39年
1965昭 和40年

1966昭 和41年
1967昭 和42年

1968昭 和43年
1969昭 和44年

1970昭 和45年
1971昭 和46年

1972昭 和47年
1973昭 和48年

1974昭 和49年
1975昭 和50年

年次 北海道の作付け面1責(ha)十勝の作付け面積(ha)北海道の収剴kg/la)十 勝の収量(kgla)出 典
288058

323054
486035

590043
642084

688099
731071

8730437
10500673

10500339
11800416

9410296

10100360
8610503

7750771
6630562

68601040
6550671
6570744

6490757
5950772

4150331
4230539

7200952

8130456
7600382

6920521
6180433

5540369
5020303

4340308
4170383

3580359
3500411

3250440
3180490
2880621

2950705

3060662
3410791
42401360

10391g

l30131g
lO21489

1111319
10886g

l35137g
lO7137g

l301279

8783g
l30104g

l3274g
l31136g

l311209
122111g

l32999
11782g

l36123g
l231079

1351239
94939

103110g
lO6114g

ll7110g
l24107g

ll7299
134103g

ll280g
l20104g

lO8999
11898g

lO7100g

l12114g
l20114g
lOgll79

135120g
llO989

8252g
lO2829

1341329
97909

9385g

42501680
38501580

38701590
33001570

53603250
67104120

74604710
89305800

101006360
136008880

143009180

1700011500
1970012200

2540015200
2100012100

1960011200
159009090

166009460
160009650

151008980
165009980

130007800
118006980

95405420
83404360

64103750
40602250

22501260

2080976
1800495

2030253
2310109

205063
163021
123010

13102
1760

28600
28302

90949

1141019
89829

95919
95959

99979
58559

69699
72699

55539

60589
74659

8475g
l45152g

l49157g
l261259

1121139
1381559
154159g

ll71179
122124g

l55151g

l411339
151159g

l46150g
l33128g

l461319
134109g

l85149g
l711169

2351579
2631689

2371549

274152h
221120h
281155h

265h
298150h

248120h

1976(昭 和51)年 ～1998(平 成10)年 の間は資料な し

おわ りに

整理にあたっては,本 館学芸調査員 千葉章仁(平 成13年 度～平成17年 度) ,平 林結実(平 成18

年度～平成20年 度),お よび学芸員 山原敏朗が担当した。

なお,農 林水産省北海道農政事務所帯広統計 ・情報センター統括情報官 木村浩之氏には統計デー

タに関するご教示とご協力を得ました。最後にな りましたが,感 謝の意を表 します。

註)『十勝農業史』は本館で保管しております。閲覧をご希望される方はご連絡ください。
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